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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期

第２四半期連結
累計期間

第23期
第２四半期連結
累計期間

第22期
第２四半期連結
会計期間

第23期
第２四半期連結
会計期間

第22期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 10,938,36211,768,0015,181,2085,850,79922,639,154

経常利益（千円） 1,147,0501,711,550651,659 793,2673,281,763

四半期（当期）純利益（千円） 529,1141,073,175273,607 481,8201,591,467

純資産額（千円） － － 9,638,60611,124,25510,662,113

総資産額（千円） － － 12,889,74414,292,32113,931,640

１株当たり純資産額（円） － － 20,982.9024,361.5323,349.47

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,158.732,350.20 599.19 1,055.163,485.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 74.3 77.8 76.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
339,4361,216,920 － － 2,163,146

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
248,413 87,309 － － 170,833

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△243,023△562,295 － － △762,642

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,928,1945,895,3515,153,036

従業員数（人） － － 1,231 1,165 1,174

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載しております。

なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用し、報告セグメントを変更しております。変更の内容については、「第５　経理の状況　１　四半期

連結財務諸表　注記事項　セグメント情報等」に記載のとおりであります。　

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業内容
議決権の
所有割合
（％）

関係内容
役員の兼任

資金
援助

営業上
の取引

当社
役員
（人）

当社
従業員
（人）

(連結子会社)　

North Consulting

Group Pte.Ltd.

シンガポー

ル

100,350

(1,250千米ド

ル)

ＩＴコンサル

ティング事業

100.0

 (100.0)
1 1 なし なし

Future Global

Pte.Ltd.

シンガポー

ル

108,378

(1,350千米ド

ル)

その他 100.0 3 - なし なし

　（注）１．「主要な事業内容」欄には、セグメント情報の名称を記載しております。

２．上記子会社は、有価証券届出書・有価証券報告書とも提出しておりません。

３．議決権の所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 1,165[371]

　（注）上記従業員数は、就業員数（当社グループから当社グループ以外への出向者及び派遣スタッフを除く）を表示し

ており、臨時従業員数（契約社員、派遣スタッフ及びパート社員を含む）は［　］内に当第２四半期連結会計期間

の平均人員を外数で表示しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 689     

　（注）上記従業員数は、就業員数（当社から社外への出向者及び派遣スタッフを除く）を表示しております。なお、臨時

従業員数は総数が従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

前年同四半期比（％）

ＩＴコンサルティング事業（千円） 2,052,492 －

パッケージ＆サービス事業（千円） 639,581 －

企業活性化事業（千円） 877,904 －

その他（千円）　 11,024 －

合計（千円） 3,581,002 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．金額は、ＩＴコンサルティング事業、パッケージ＆サービス事業及びその他については原価及びハードウェア等

調達品の仕入価格、企業活性化事業については商品仕入価格によっております。

３．第１四半期連結会計期間からセグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同四半期比は記載して

おりません。　

 

（2）受注状況

セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

ＩＴコンサルティング事業 3,906,602  － 3,597,032  －

パッケージ＆サービス事業 984,250  － 958,234  －

その他 15,379  － 10,718  －

合計 4,906,232  － 4,565,984  －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．事業の性格上、企業活性化事業については、該当事項はありません。

３．第１四半期連結会計期間からセグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同四半期比は記載して

おりません。　

　 

（3）販売実績

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

前年同四半期比（％）

ＩＴコンサルティング事業（千円） 3,727,896 －

パッケージ＆サービス事業（千円） 946,275 －

企業活性化事業（千円） 1,161,439 －

その他（千円） 15,187 －

合計（千円） 5,850,799 －
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　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．金額は、セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた外部顧客への売上高によっております。

　　　　３．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績

の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

　前第２四半期連結会計期間 
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年６月30日）

　当第２四半期連結会計期間 
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ＳＧシステム株式会社 936,142 18.1 1,546,208 26.4

株式会社ローソン 794,342 15.3 954,716 16.3

　　　　４．第１四半期連結会計期間からセグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同四半期比は記載しており

ません。

　

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により、電力供給

不足やサプライチェーンの寸断による生産活動の停滞など深刻な影響を受けるとともに消費マインドの低下を招

き、景気の先行きは不透明感が増す状況となりました。

このような状況の中、当社グループの当第２四半期連結会計期間の売上高は5,850百万円（前年同期比12.9％

増）、営業利益は735百万円（同22.0％増）、経常利益は793百万円（同21.7％増）、四半期純利益は481百万円（同

76.1％増）となりました。

各セグメントの業績は、以下のとおりであります。なお、各業績数値は、セグメント間の内部売上高又は振替高を

調整前の金額で記載しております。 

　ＩＴコンサルティング事業は、カットオーバーを間近に控え、開発がピークを迎えた大型プロジェクトが多かった

ものの、いずれのプロジェクトも順調に進捗いたしました。その結果、第２四半期の売上高は3,727百万円（前年同

期比17.3％増）、営業利益は646百万円（同5.6％増）となりました。 

パッケージ＆サービス事業は、株式会社アセンディアが昨年に引き続き順調に推移したことに加え、第１四半期

に落ち込んでいたＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社も第２四半期は回復したことにより、売上高は1,049百万円（前年

同期比13.4％増）、営業利益は54百万円（前年同期比294.4％増）となりました。

　企業活性化事業は、食品スーパー（株式会社魚栄商店）において、ＩＴの利活用による的確な販売戦略の実行や適

正な在庫管理が定着し、粗利率が前年同期の22.2％から23.9％に改善しました。さらに、効率的な広告戦略による販

促費のコントロールにより、販管費が減少したことにより、売上高は1,161百万円（前年同期比4.1％増）、営業利益

は31百万円（前年同期は３百万円の損失）となりました。

なお「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用に伴い、企業活性化事業の対象を株式会社魚栄商店の

みとする変更等を行っており、前年同期比は、前第２四半期連結会計期間の数値をセグメント変更後の数値に組み

替えた上で比較を行っております。詳細は、「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　セグメント情報

等」をご参照ください。

  

(2) 資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は14,292百万円となり、前連結会計年度末に比べ360百万円増加いたしまし

た。その主な要因は、現金及び預金の増加（前連結会計年度末比＋712百万円）、敷金及び保証金の増加（前連結会

計年度末比＋145百万円）等によるものであります。 

また、負債は3,168百万円となり、前連結会計年度末に比べ101百万円減少いたしました。その主な要因は、未払法

人税等の減少（前連結会計年度末比△212百万円）、品質保証引当金の減少（前連結会計年度末比△62百万円）等

によるものであります。

なお、純資産は11,124百万円となり、前連結会計年度末に比べ462百万円増加いたしました。その主な要因は、利益

剰余金の増加（前連結会計年度末比＋525百万円）等によるものであります。

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を787百万円計上したことや売上債権の減少

額293百万円等により、959百万円の収入（前年同期は230百万円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、敷金及び保証金の差入による支出△158百万円等により、123百万円の支

出（前年同期は132百万円の収入）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払△35百万円により、35百万円の支出（前年同期は450百万円

の支出）となりました。

　これら営業活動、投資活動、財務活動等の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、5,895百万

円（第１四半期連結会計期間末比＋799百万円）となりました。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における研究開発費は13百万円であります。なお、当第２四半期連結会計期間におい

て、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,893,760

計 1,893,760

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年8月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 476,640 476,640東京証券取引所市場第一部 （注）１

計 476,640 476,640 － －

（注）１．当社は単元株制度を採用しておりません。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。 
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成17年３月24日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成23年６月30日）

新株予約権の数（個） 945

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）　 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 3,780

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり　65,205

新株予約権の行使期間
自　平成20年８月25日

至　平成27年３月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 　　 65,205

資本組入額　  32,603

新株予約権の行使の条件

① 発行時に当社または当社子会社の取締役及び社員で

あった新株予約権者は、新株予約権の行使時においても

当社または当社子会社の取締役及び社員の地位にある

ことを要する。ただし、④で掲げる新株予約権付与に関

する契約（以下、「新株予約権付与契約」という）に定

める一定の要件を充足した場合に限り、当社の取締役ま

たは社員たる地位を失った後も権利を行使できる。

② 新株予約権の質入れ、その他の処分は認めない。

③ 新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使で

きるものとする。ただし、行使期間開始以前に死亡した

場合は、この限りではない。

④ その他の条件については、平成17年８月25日開催の当社

取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する

新株予約権付与契約に定めるところによる。 

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要するもの

とする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項　  －

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～ 

平成23年６月30日 
－ 476,640 － 1,421,815 － 2,495,772
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（６）【大株主の状況】

 平成23年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

有限会社キー・ウェストネットワー

ク 
東京都渋谷区代官山町17－１－3206 119,521　 25.08　

金丸　恭文 東京都品川区大崎１－２－２ 105,160　 22.06　

フューチャーアーキテクト株式会社

 
東京都品川区大崎１－２－２ 20,008　 4.20　

ＳＧホールディングス株式会社 京都市南区上鳥羽角田町68 20,000　 4.20　

有限会社クロスシティ 東京都渋谷区代官山町17－１－3206 9,577　 2.01　

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１－８－11 8,260　 1.73　

有限会社バニヤンブルー 東京都渋谷区代官山町17－１－3206 6,190　 1.30　

メロン　バンク　エヌエー　トリーテ

イー　クライアント　オムニバス　

（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

東京都千代田区丸の内２－７－１ 6,130　 1.29　

石橋　国人 東京都品川区大崎１－２－２ 6,000　 1.26　

森山　裕 鹿児島県鹿屋市 5,824　 1.22　

計 － 306,670　 64.34　

（注）上記の日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて信託業務に係る株式数を表示しており

ます。　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
－ － －

議決権制限株式

（その他）
－ － －

完全議決権株式

（自己株式等）
普通株式　 　 20,008 － －

完全議決権株式

（その他）
普通株式　 　456,632 456,500 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 476,640 － －

総株主の議決権 － 456,500 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が132株含まれております。

なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数132個を含めておりませ

ん。
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②【自己株式等】

　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

フューチャーアー

キテクト株式会社

東京都品川区

大崎１-２-２
20,008 － 20,008 4.20

計 － 20,008 － 20,008 4.20

  

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 44,95042,10041,10036,00036,85036,150

最低（円） 34,60037,40024,16029,96033,30033,500

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から

平成23年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,945,351 5,233,036

受取手形及び売掛金 2,436,753 2,941,834

商品及び製品 115,388 136,929

仕掛品 53,116 48,752

未収入金 ※3
 1,353,684

※3
 1,419,725

その他 697,287 506,827

貸倒引当金 △5,037 △13,001

流動資産合計 10,596,543 10,274,105

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,115,665 2,783,895

減価償却累計額 ※1
 △2,625,594

※1
 △2,361,122

建物及び構築物（純額） 490,071 422,772

土地 127,762 127,762

その他 1,512,474 1,459,776

減価償却累計額 ※1
 △1,242,695

※1
 △1,223,002

その他（純額） 269,779 236,773

有形固定資産合計 887,613 787,309

無形固定資産

ソフトウエア 182,487 179,203

その他 20,280 20,529

無形固定資産合計 202,767 199,732

投資その他の資産

投資有価証券 1,622,432 ※4
 1,778,560

その他 1,041,295 944,498

貸倒引当金 △58,330 △52,565

投資その他の資産合計 2,605,397 2,670,494

固定資産合計 3,695,777 3,657,535

資産合計 14,292,321 13,931,640
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 662,330 639,573

短期借入金 30,000 30,000

1年内返済予定の長期借入金 32,000 32,000

未払法人税等 668,567 880,886

賞与引当金 68,593 98,783

品質保証引当金 77,054 139,163

プロジェクト損失引当金 15,000 7,000

その他 1,254,221 1,343,623

流動負債合計 2,807,767 3,171,030

固定負債

長期借入金 － 16,000

資産除去債務 309,737 －

負ののれん ※2
 26,732

※2
 52,786

その他 23,828 29,710

固定負債合計 360,298 98,496

負債合計 3,168,066 3,269,527

純資産の部

株主資本

資本金 1,421,815 1,421,815

資本剰余金 2,495,772 2,495,772

利益剰余金 8,361,421 7,836,204

自己株式 △1,171,668 △1,171,668

株主資本合計 11,107,340 10,582,123

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18,437 82,095

為替換算調整勘定 △1,521 △2,105

評価・換算差額等合計 16,915 79,989

純資産合計 11,124,255 10,662,113

負債純資産合計 14,292,321 13,931,640
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 10,938,362 11,768,001

売上原価 6,687,519 7,227,983

売上総利益 4,250,842 4,540,017

販売費及び一般管理費

役員報酬 153,217 142,218

給料及び賞与 1,672,304 1,489,149

研修費 94,867 46,616

研究開発費 39,791 26,857

減価償却費 56,333 51,648

採用費 31,423 102,719

のれん償却額 4,026 －

その他 1,118,672 1,051,081

販売費及び一般管理費合計 3,170,636 2,910,290

営業利益 1,080,206 1,629,726

営業外収益

受取利息 1,360 1,190

受取配当金 16,405 18,475

負ののれん償却額 28,308 28,308

持分法による投資利益 878 15,173

その他 25,403 20,465

営業外収益合計 72,357 83,613

営業外費用

支払利息 2,529 709

その他 2,984 1,079

営業外費用合計 5,513 1,788

経常利益 1,147,050 1,711,550

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

15/33



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

特別利益

投資有価証券売却益 1,127 160,275

固定資産売却益 1,299 203

品質保証引当金戻入額 － 38,275

受取損害賠償金 － 94,945

特別利益合計 2,426 293,700

特別損失

前期損益修正損 ※1
 72,401 －

固定資産除却損 4,378 5,743

投資有価証券売却損 － 1,349

投資有価証券評価損 46,104 1,191

訴訟関連費用 30,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 252,519

その他 － 30,000

特別損失合計 152,884 290,803

税金等調整前四半期純利益 996,593 1,714,448

法人税等 469,969 641,272

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,073,175

少数株主損失（△） △2,490 －

四半期純利益 529,114 1,073,175

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

16/33



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 5,181,208 5,850,799

売上原価 3,066,803 3,595,282

売上総利益 2,114,404 2,255,516

販売費及び一般管理費

役員報酬 66,604 81,009

給料及び賞与 780,679 773,116

研修費 50,911 41,107

研究開発費 20,784 13,589

減価償却費 27,316 25,311

採用費 15,561 59,460

のれん償却額 2,013 －

その他 547,096 526,032

販売費及び一般管理費合計 1,510,969 1,519,626

営業利益 603,435 735,890

営業外収益

受取利息 388 351

受取配当金 16,175 17,200

受取損害賠償金 11,140 －

負ののれん償却額 14,154 14,154

持分法による投資利益 598 13,968

その他 9,184 13,957

営業外収益合計 51,641 59,632

営業外費用

支払利息 1,749 328

その他 1,669 1,926

営業外費用合計 3,418 2,255

経常利益 651,659 793,267

特別利益

投資有価証券売却益 1,127 －

固定資産売却益 1,299 96

特別利益合計 2,426 96

特別損失

前期損益修正損 ※1
 72,401 －

固定資産除却損 4,378 5,646

投資有価証券評価損 25,782 －

特別損失合計 102,562 5,646

税金等調整前四半期純利益 551,523 787,716

法人税等 277,573 305,895

少数株主損益調整前四半期純利益 － 481,820

少数株主利益 342 －

四半期純利益 273,607 481,820
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 996,593 1,714,448

減価償却費 125,091 102,058

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,368 △2,198

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,914 △30,190

品質保証引当金の増減額（△は減少） 20,212 △62,109

プロジェクト損失引当金の増減額（△は減少） 12,000 8,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,578 －

受取利息及び受取配当金 △17,766 △19,665

支払利息 2,529 709

持分法による投資損益（△は益） △878 △15,173

受取損害賠償金 － △94,945

固定資産売却損益（△は益） △1,299 △203

固定資産除却損 4,378 5,743

投資有価証券売却損益（△は益） △1,127 △158,925

投資有価証券評価損益（△は益） 46,104 1,191

訴訟関連費用 30,000 －

前期損益修正損益（△は益） 72,401 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 252,519

売上債権の増減額（△は増加） △430,885 524,072

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,449 17,176

仕入債務の増減額（△は減少） △73,378 22,757

その他 △110,701 △271,971

小計 685,017 1,993,290

利息及び配当金の受取額 18,154 20,465

利息の支払額 △2,060 △791

法人税等の支払額 △331,675 △796,043

訴訟関連費用の支払額 △30,000 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 339,436 1,216,920
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30,000 －

定期預金の払戻による収入 200,000 30,000

有形固定資産の取得による支出 △113,691 △10,067

有形固定資産の売却による収入 1,299 4,389

無形固定資産の取得による支出 △4,458 △18,519

資産除去債務の履行による支出 － △3,800

投資有価証券の売却による収入 6,327 228,255

関係会社株式の取得による支出 △5,000 －

敷金及び保証金の差入による支出 △555 △159,156

敷金及び保証金の回収による収入 191,582 14,058

その他 2,910 2,150

投資活動によるキャッシュ・フロー 248,413 87,309

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000 －

長期借入金の返済による支出 △16,000 △16,000

配当金の支払額 △727,023 △546,295

財務活動によるキャッシュ・フロー △243,023 △562,295

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,180 379

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 342,645 742,314

現金及び現金同等物の期首残高 3,585,549 5,153,036

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,928,194

※1
 5,895,351
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更

　当第２四半期連結会計期間より、North Consulting Group Pte.Ltd.及び

Future Global Pte.Ltd.は新たに設立したため、連結の範囲に含めており

ます。

（2）変更後の連結子会社の数

　12社

２．会計処理基準に関する事項の変更 （資産除去債務に関する会計基準の適用）

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は12,181千

円、税金等調整前四半期純利益は264,701千円減少しております。また、当会計

基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は331,237千円であります。

　　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

前第２四半期連結累計期間において独立掲記しておりました「のれん償却額」（当第２四半期連結累計期間2,255

千円）は、金額に重要性がないため、当第２四半期連結累計期間から販売費及び一般管理費の「その他」に含めて表示

することといたしました。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

前第２四半期連結会計期間において独立掲記しておりました「のれん償却額」（当第２四半期連結会計期間1,127

千円）は、金額に重要性がないため、当第２四半期連結会計期間から販売費及び一般管理費の「その他」に含めて表示

することといたしました。

　　　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方

法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

※１．減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれてお

ります。 

※１．　　　　　　　　同　　左

※２．のれん及び負ののれん 

のれん及び負ののれんは相殺して、固定負債の負の

のれんに計上しております。

相殺前ののれん及び負ののれんの金額は次のとおり

であります。

※２．のれん及び負ののれん 

のれん及び負ののれんは相殺して、固定負債の負の

のれんに計上しております。

相殺前ののれん及び負ののれんの金額は次のとおり

であります。

のれん 1,575千円

負ののれん △28,308千円

のれん 3,831千円

負ののれん △56,617千円

※３．訴訟関連 

当社は、平成21年11月30日付で日東電工株式会社に

対して請負代金等に関する請求訴訟（請求額1,462百

万円）を東京地方裁判所に提起いたしました。　　 

これは、同社との間で締結した契約に基づく成果物

を平成21年９月４日をもって納品いたしましたが、同

社は当該成果物の受領及び請負代金等の支払いを拒否

しているため、訴訟を提起いたしたものです。

※３．　　　　　　　　同　　左 

　　

─────────

　

─────────

※４．投資有価証券のうち、168,686千円については株式消

費貸借契約により貸付を行っております。

　５．受取手形割引高　　　　　　　　　　　1,519千円　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※１．前期損益修正損の内訳は、次のとおりであります。

過年度の減損損失計上額の修正 41,549千円

過年度の無形固定資産その他計

上額の修正
30,851千円

─────────

　　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※１．前期損益修正損の内訳は、次のとおりであります。

過年度の減損損失計上額の修正 41,549千円

過年度の無形固定資産その他計

上額の修正
30,851千円

─────────
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係 

現金及び預金  3,958,194千円

預入期間が3ヶ月を超える

定期預金
△30,000千円

現金及び現金同等物  3,928,194千円

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係 

現金及び預金  5,945,351千円

預入期間が3ヶ月を超える

定期預金
△50,000千円

現金及び現金同等物  5,895,351千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　476,640株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 20,008株

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年３月22日

定時株主総会
普通株式 547,958 1,200平成22年12月31日平成23年３月23日利益剰余金

　

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年７月28日

取締役会
普通株式 342,474 750平成23年6月30日平成23年９月22日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
3,176,953 878,354 1,125,7895,181,098 110 5,181,208

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
9,850 46,719 7,492 64,062 △64,062 －

計 3,186,803 925,074 1,133,2825,245,160△63,952 5,181,208

営業費用 2,591,608 911,324 1,145,1364,648,069△70,296 4,577,773

営業利益又は営業損失

（△）
595,195 13,750 △11,854 597,091 6,344 603,435

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出
      

資産 7,924,5171,702,853 712,60110,339,9732,549,77112,889,744

減価償却費 38,476 11,878 10,112 60,467 557 61,024

減損損失 － － 41,549 41,549 － 41,549

資本的支出 11,884 7,559 7,410 26,854 － 26,854

　 　 

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
6,855,2371,802,6462,280,25710,938,141 220 10,938,362

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
10,450 92,240 18,942 121,633 △121,633 －

計 6,865,6871,894,8872,299,20011,059,774△121,41210,938,362

営業費用 5,722,0851,959,9032,309,3619,991,350△133,194 9,858,155

営業利益又は営業損失

（△）
1,143,601△65,015 △10,161 1,068,424 11,782 1,080,206

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出
      

資産 7,924,5171,702,853 712,60110,339,9732,549,77112,889,744

減価償却費 79,480 24,580 19,916 123,977 1,114 125,091

減損損失 － － 41,549 41,549 － 41,549

資本的支出 68,550 13,156 36,443 118,150 － 118,150
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　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、事業の内容によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

事業区分 事業内容

ＩＴコンサルティング

事業

顧客の抱える経営上の問題を経営者の視点で共有し、顧客のビジネスを本質か

ら理解したうえで、実践的な高い技術力により先進ＩＴを駆使した情報システ

ムを構築することで、問題を解決していく事業

パッケージ＆サービス

事業

販売管理、ＥＲＰなど、専門性の高い領域へ特化した業務パッケージソフトを販

売またはＡＳＰを利用しての提供、あるいは基幹システムの受託開発を行うこ

とにより、顧客の業務効率改善を図る事業

企業活性化・新事業開

拓事業

対象企業の経営に深く参画し、ＩＴを含めた短期かつ、抜本的な改革により企業

の活性化を実現したうえで、各業態ごとに成功モデルを構築する事業

また、当社グループにない事業を営む企業との提携、新進企業の創設や出資等を

通して、当社の経営、業務、ＩＴ全般にわたるノウハウ・技術力を活用・融合す

ることで対象企業の価値を最大化し、あるいはその成長を加速することで当該

業界の発展に寄与していく事業

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期

連結累計期間が3,362,471千円であり、その主なものは、余資運用資金（現金及び有価証券）及び管理部門に

係る資産等であります。

４．当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間の減損損失41,549千円は、過年度の減損損失計上

額の修正であり、前期損益修正損に含めて表示しております。　

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社グループは、ビジネスの「あるべき姿」とそれを実現するための最適な「仕組み」を、最新のＩＴテク

ノロジーを積極的に取り入れながら提供することにより、顧客の未来価値を創造することを全体で推進して

おり、大規模顧客を主なターゲットとして先進ＩＴを駆使した情報システムを構築する事業、中堅中小企業

を主なターゲットとしたパッケージソフト等の提供や、受託開発・教育その他のＩＴサービスを行う事業、

ＩＴを中心として対象企業を改革し、活性化する事業を展開しております。

　したがって、当社グループは、ソリューション、マーケット別のセグメントから構成されており、「ＩＴコン

サルティング事業」、「パッケージ＆サービス事業」、「企業活性化事業」の３つを報告セグメントとして

おります。

　３つの報告セグメントの事業内容は以下のとおりであります。

　報告セグメント 事業内容

ＩＴコンサルティング事業

顧客の抱える経営上の問題を経営者の視点で共有し、顧客のビジネスを本質か

ら理解したうえで、実践的な高い技術力により先進ＩＴを駆使した情報システ

ムを構築することで、問題を解決していく事業

パッケージ＆サービス事業

顧客の業務効率改善を図るために、販売管理、ＥＲＰなど、専門性の高い領域へ

特化した業務パッケージソフトの導入またはクラウドやＡＳＰを利用して提

供する他、受託開発や教育などのその他のＩＴサービスを提供する事業

　企業活性化事業
対象企業の経営に深く参画し、ＩＴを含めた抜本的な改革により企業の活性化

を実現したうえで、各業態ごとに成功モデルを構築する事業
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日）

(単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

ＩＴコンサ
ルティング
事業

パッケー
ジ＆サー
ビス事業

企業活性
化事業

計

売上高         

(1)外部顧客へ

の売上高
7,410,3211,990,9412,323,81911,725,08242,91911,768,001－ 11,768,001

(2)セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

3,620202,231831 206,68313,040219,723△219,723 －

計 7,413,9412,193,1722,324,65111,931,76555,95911,987,724△219,72311,768,001

セグメント利

益又は損失

(△)

1,450,905120,16947,4281,618,502△2,6521,615,85013,8761,629,726

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　(単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

ＩＴコンサ
ルティング
事業

パッケー
ジ＆サー
ビス事業

企業活性
化事業

計

売上高         

(1)外部顧客へ

の売上高
3,727,896946,2751,161,4395,835,61215,1875,850,799－ 5,850,799

(2)セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

－ 103,210312 103,5235,825109,348△109,348 －

計 3,727,8961,049,4861,161,7525,939,13521,0125,960,147△109,3485,850,799

セグメント利

益又は損失

(△)

646,02654,23031,772732,029△2,101729,9275,962735,890

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネット関連事業、有価証券

投資・保有・運用事業等を含んでおります。

（注２）セグメント利益又は損失(△)の調整額の「13,876千円」及び「5,962千円」は、セグメント間取引の調整であ

ります。

（注３）セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日)を適用しております。
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（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

（共通支配下の取引等）

１．対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称及び取引

の目的

(1)対象となった事業の名称及びその事業の内容

事業の名称　　中堅・中小企業向けＥＲＰ事業

事業の内容　　中堅・中小企業の業務特性に合わせたアプリケーションソフトウェア「NewRRR」の導入に関

わるサービス、当該システム導入後の保守サービスを行っております。

(2)企業結合日

平成23年４月１日

(3)企業結合の法的形式

当社を分割会社、株式会社エルム（当社の連結子会社）を承継会社とする会社分割

(4)結合後企業の名称

株式会社エルム（平成23年４月１日付でＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社に商号変更）

(5)その他取引の概要に関する事項

現在、当社グループ内に分散している当該事業を再編し、今後も増加が見込まれるＩＴシステムへのニーズ

に対してより迅速に、かつ付加価値の高いサービス提供ができる体制を構築することを目的としております。

　

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支配下

の取引として処理しております。

　

（資産除去債務関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年６月30日）

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は

ありません。

（注）第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しているため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期間の期首に

おける残高と比較しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 24,361.53円 １株当たり純資産額 23,349.47円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1,158.73円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2,350.20円

同　　左

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 529,114 1,073,175

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 529,114 1,073,175

期中平均株式数（株） 456,632 456,632

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ － 

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 599.19円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1,055.16円

同　　左

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 273,607 481,820

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 273,607 481,820

期中平均株式数（株） 456,632 456,632

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ － 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 
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２【その他】

平成23年７月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）配当金の総額………………………………………342,474千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………750円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年９月22日

（注）平成23年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年８月13日

フューチャーアーキテクト株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　一樹　　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山村　竜平　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフューチャーアーキ

テクト株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フューチャーアーキテクト株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年８月12日

フューチャーアーキテクト株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　一樹　　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山村　竜平　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフューチャーアーキ

テクト株式会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年４月

１日から平成23年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フューチャーアーキテクト株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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